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小

費

商

業

と

購

買

慣

習

一
、

服

部

政

一

近
世
の
大
工
業
生
産
組
織
の
嚢
展
は
、
生
産
組
織
の
内
部
的
の
事
情
、
即
ち
主
と
し
て
生
産
技
術
上
の
攣
革
を
中
心
と
し
て
起

め

つ
た
も

の
で
あ
る
。
然
る

に
、
配
給
組
織

の
獲
展

は
、
谷

ロ
教
授

に
よ
れ
ば
、
配
給
組

織
自
腿

の
内
部
的
事
情

の
攣
化

に
よ

つ
て

惹

き
起

さ
れ
る
と
言

ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
他

の
外
部

的
事
情

殊

に
其

の
肚
會

の
生
産
組
織
及
び
消
費
部
面

(
谷

口
敏
授
は
組
織

と
言

ふ
語
を
用

ひ
ら
れ

て
ゐ

る
。
)

の
攣

化
に
よ

つ
て
動

か
さ
る

曳
部
分

が
多

い
の
で
あ
り
、
此

の
黙

が
配
給
組
織

の
獲
展

に
特
有

な

一
つ
の
特

異
性

と
も
稽
す

べ
き
程

に
重
要
な

る
要
素

で
あ

ら
う
と

さ
れ

る
。
も

と
も
と
配
給

組
織

は
、
生
産
組
織

と
消
費

部
面
と

の
連
絡
、
具
髄
的

に
言

へ
ば
、

一
の
生
産
過
程
と
他

の
生
産
過
程

と
の
蓮
絡
、
及
び
生
産

過
程

と
消
費
部

面
と
の
連
絡

で
あ
る
。

そ

こ
で
、
配
給
組
織

は
此
れ

が
連
絡

し
つ

、
あ
る
爾
極

の
生
産
組
織
及
び
消
費

部
面

の
攣
革

に
よ

つ
て
影

響
を
受
け
、

此

の
爾
方

面

の
獲
展

に
よ

つ
て
焚
展
す
る
事

は
容
易

に
知
り
得

る
の
で
あ
る
。

,

1)谷 口吉彦 『商品配給組織 の登展傾 向1:就 て』8頁。(日本経濟學會編、商品

市揚組織.昭 和入年)



從

つ
て
、
配
給
組
織
の

一
環
と
し
て
の
小
費
商
業
の
獲
展
も
亦
生
産
組
織
と
消
費
部
面
と
の
襲
展
に
よ
る
の
で
あ
る
。
配
給
組

め

織

申
、
小
費
商

の
螢
む
職
能
は
、
常

に
最
絡

の
個

々
の
消
費
者

に
接

し

て
、
其

の
個

人
的
消
費

の
爲
め

に
欲
求
す
る
商
品
を
供
給

す

る
事

で
あ
る
。
此
れ

が
爲

め
に
は
小
費
商
は
、
常

に
顧
客

の
需
要
を
豫
測
し
、
其

の
欲
求
す
る
商

品
を
、
欲
求
す

る
数
量

だ
け
、

顧

客

に
便

利
な
地
黙

に
於

て
、
何
時

で
も
引
渡
し
得
る
様

に
準
備
す
る
事
を
要
す

る
。
だ

か
ら
、
小
費
商

は
外
部
的

の
生
産
組
織

並

び

に
消
費
部
面

の
攣
革

に
よ

つ
て
影
響

さ
れ

る
と
は
云

へ
、
即

ち
、
生
産
組
織

の
集
中
化
、
大
規
模

化
が
小
費
商

の
大
規

模
化
、

大

脛
螢
化
を
誘
導

し
た

の
も
見
逃
し
得
な

い
事

で
は
あ
る
が
、
常

に
相
接
燭
す
る
消
費
部
面

の
攣
化

に
よ
り
多
く
依
存
す
る
事

が

考

へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
特

に
、
最

近

に
於

て
は
消
費
者

は
小
費
商

を
以
前
よ
り
も

よ
砂
多
く
支
配
す
る
様

に
な

つ
て
ゐ
る
。
小

費
商

は
泊
費
者
を
敬
育

し
、
報
動
を
與

へ
、
あ

る
程
度
ま

で
は
そ

の
購
買
を
指
導
す

る
事

が
出
來
る

が
、
今

日
の
漕
費
者
は
最
早

そ

の
購
買

を
促
す
所

の
商
品
を
無
選

揮

に
受
入
れ

る
も

の
で
は
な
く
、
自

己
の
要
求

に
適
合
す

る
商

品
を
購
買

せ
ん
事
を
欲
す
る

も

の
で
あ

る
。
結
局

に
於

て
、
販
費

さ
る

べ
き
商

品

の
種
類

、
分
量
、
及
び

ス
ク
イ
ル
、
要
求
さ
る
ぺ
き
債
格

、
並

び
に
與

へ
ら

る

べ
き

サ
ー
ビ

ス
を
決
定
す
惹
も

の
は
最
絡
消
費
者

に
外
な

ら
な

隔
。
從

つ
て
小
費
商
業

は
必

ら
す
此

の
消
費

部
面

の
事
情

の
攣

化
を

か
な
り
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
消
費

部
面

の
事
情

の
申

で
重
要
な
も

の
は
、
商

品
を
購
買
す

る
浩
費

者

が
、
何
故

に
、

何
時

、
何
庭

で
購

買
せ
ん
と
欲
す

る
か
と
云
ふ
事

と
、
何

程
購
買
す

る
事

が
出
來

る
か
と
言

ふ
事

の
二

つ
で
あ
る
。
即
ち

、
消
費

者

の
購
買
慣
脅

曾
ξ
ぎ
四
冨
匡
邑

と
購
買
力

(噂
葺
n冨
。。
言
㈹
娼
o
≦
。
「)
と

の
二
つ
が
是

れ
で
あ
る
。

溝
費
者

の
購

買
事
情
を
此

の

購
買

慣
習

と
購
買

力
と

に
匠
別
す
る

こ
と
は
、
此

の
二

つ
が
別

々
に
相
猫
立
し

て
無
關
係

で
あ

る
事
を
意
味
し
な

い
。
何
塵

で
、

小
費
商
業
と
購
買
慣
脅

一
四
五

2)F・E・Clark;RinciplesofMaゴketing1932,P。207.

3)J・F・Pyle,MarketingPrinciples193軍,P。41.



日
四
六

何
程
欲
求

さ
れ

る
か
は
、
何

程
購
買

さ
れ
得
る
か

に
密
接

に
關
聯
す
る
。

だ
か
ら
、
漕
費
部
面

の
事
情

が
小
費
商

に
反
映
す
る
事

を
述

べ
る
に
當

つ
て
は
、
購
買
慣
脅

と
購
買

力
と
を
共

に
、
相
互

の
關
聯

の
下

に
於

て
考

へ
た
方

が
よ

い
の
で
あ

る
。
然
し
、
叉
此

の
爾
者

を
匝
別
し
た

の
に
は
各

々
匝
別

さ
る
べ
き
意
味

が
あ
る

の
で
あ
る

か
ら
、
此

の
爾
方

が
小
費
商
業

に
影
響
す

る
部
面
を
別

々
に
考

へ
て
冤
る
事
も
可
能
で
あ
ら
う
。
私
は
極
め
て
猫
断
的
で
は
あ
る
が
概
括
的
に
言
ふ
な
ら
ば
、
購
買
慣
脅
は
小
責
店
の
経

醤
形
態
ー

百
貨
店
、
蓮
鎖
店
、
軍
位
店
、
萬
屋
1

に
最
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
購
買
力
は
主
と
し
て
各
経
螢
形
態

の
規

模

の
大
小
に
影
響
を
及
ぼ
す

も

の
で
あ

ら
う
と
思

ふ
の
で
あ
る
。
此

の
稿

に
於

て
は
、
私
は
購
買
慣
脅

の
み
を
取
り
來

つ
て
、

此
れ

が
小
費
商
業

に
、
殊

に
其

の
経
螢

形
態

に
如
何
な

る
過
程
を
維

て
、
如
何

に
反
映
す
る
か
を

、
主

と
し
て
ア

メ
リ
カ
の
資

料

に
よ

つ
て
述

べ
た

い
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

一
胴
、

め

先

づ
蝕
に
謂

ふ
所

の
購
買
慣
脅

と
は
如
何
な
る
も

の
で
あ

る
か
を
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
パ
イ

ル
に
よ
れ

ば
、
人
は
慾

望

を
有

し
て
ゐ

て
、
其

の
慾
望
を
満
足
さ

せ
る
手
段
と
し

て
商

品
及
び

サ
ー
ビ

ス
を
買
入
れ
る
。
此

の
場
合

に
、
階
級

、
生
活
程
度

の
同
じ
な
個

々
人

の
大
群
集

の
大
部
分

は
、
大
盟

に
於

て
其

の
購
買
方
法

に
高
度

の
類
似
性
を
現
は
す

と
言
ふ

の
で
あ
る
。
此
れ

が
即
ち
購
買
慣
脅

で
あ
る
。
購
買

慣
習

は
斯
く

の
如
く
、
大
多
数

の
人

々
の
購
買

上

の
類
似
性

で
あ
る

か
ら
、
種

々
の
要
素

に
よ

つ
て
部
分

的
に
は
少
し
く
異

な
る

の
で
あ
る
。

パ
イ
ル
も
購
買
慣
脅

に
影
響
す
る
要
素

と
し

て
、
購
買
者

の
性
別
、
年

齢
、
宗
歌
、

1)Pyle,ibid.,P.42.



わ

職

業
、
杜

會
的

生
活
、
生
活
檬
式

を
畢
げ

て
ゐ
る
。
而

し

て
此
等

の
多
く
は
局
部
的

の
少
漫

化
を
與

へ
る

に
過
ぎ
な

い
も

の
で
あ

る

が
、
唯

最
も
大
な

る
影
響
を
與

へ
る
も

の
は
生
活
様
式

の
攣
化
是

れ

で
あ
る
。
例

へ
ば
最

近
の
都
市
人

口
の
増
加
及
び
之

に
伴

ふ
・ア
パ
ー

ト
佳

居
者

の
増
加
、
女
子

の
職
業
就
業
者

の
増

加
等
は
著
し
く
購

買
慣
習
を
攣
化

さ
せ
る
重
要
な
る
要
素

と
な

る
の
で

あ

る
。

生
活
様
式

の
上

に
於
け
る
攣

化
が
如
何
な
る
風

に
具
艘
的

に
購
買
慣
脅

に
攣
化
を
與

へ
た
か
は
後

に
詳
し
く
述

べ
る
機
會

が
あ

る
か
ら
鼓

で
は
燭
れ
な

い
こ
と

玉
す
る
。

斯

る
購
買
慣
脅

が
直
接
具
艦
的

に
現
は
れ
る
第

一
の
過
程
は
商

品

の
上
に
於

て
で
あ
る
。

コ
ー
プ

ラ

ン
ド
は
購
買
慣
脅

を
基
礎

と
し

て
、

其
れ

が
浩
費
品

(O
§
吻口
日
窪
.ω
σq
。
&
。)
に
影

響
を

及
ぼ
し
、

そ

の
結
果
生
じ
た
消
費

品

の
性
質

の
相
違

に
よ

つ
て
消

の

費

品
を

分

類

し

た
最

初

の
學
者

で
あ

る

。

(
註
)

(
註
)

コ
ー
プ
ラ

y
ド
の
謂
ふ
所
の
講
買
慣
脅
は
前
述
の
そ
れ
と
は
外
見
上
少
し
く
異
り
、
よ
・り
狭
義
の
も
の
の
如
く
で
あ
ろ
。
即
ち
、
彼

に
よ

れ
ば
、
購
買
償
脅
と
は
清
費
者

な

し

て
其

の

購
買
を
慣
脅
上
或

る
タ
イ
プ
の
店
に
於
て
な

さ

し

あ

る

所
の
愛
顧
の
動
機

な
弩

o冨
鴨

舅
o仲貯
。・。)
か
ら
多
く
出
來
て
ゐ
ろ
も
の
で
あ
る
と
す
ろ
。
然
し
な
が
ら
、
彼
に
彼
の
著
書

へ
脚
註
の
も
の
な
指
す
)
の
中
に
於

て
に
、
終

始
商
業
脛
管
者
の
立
場
為
取

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
多
鍛
の
入
々
が
或
ろ
種
の
商
品
の
購
買
に
當

つ
て
に
必
ら
ず
或
る
タ
イ
プ
の

店

に
行
く
時
に
、
其
の
小
資
商
か
ら
見
れ
ば
自
己
の
タ
イ
プ
の
店
に
愛
顧
な
以
つ
て
來
う
と
思
ふ
の
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
此
れ
は
見
ろ
入

々
の
立
場
の
相
蓮
で
あ
つ
て
、
意
味
す
ろ
所
に
同
じ
も
の
で
あ
ら
う
と
思
に
れ
る
◎

コ
」

プ
ラ

ン
ド
は
、
荷
車
引
き

の
小
費
商

人
や
、
行
商

人

の
呼
び
費
す

る

ミ
ル
ク
、
氷

、
錫
、
魚
な
ど

の
商

品
、
及
び
石
炭
な
ど

の
大
嵩
な
商
品
は
地
方
的

の
事
清

に
よ

つ
て
異
り
、
特
別

の
販
費
上

の
問
題
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
分
類

か
ら
除
外
す

小
賢
商
業
と
購
買
慣
脅

.

】
四
七

2)Pyle,ibid.,P.48,

3)NLT・Copeland,ThePrincipleofMelcllandi訂ngIg25,P.28.



一
四
入

ラ

ラ

る
。
而
し
て
其

の
他

の
漕
費
品
を
購
買
慣
習
か
ら

一
最
寄
品

(
又
は
便
宜

品
)
(O
。
暑

。鼠
窪
8

σq
o
a
ε

二
買

廻

品

(。。
ゴ
。
暑
げ
oq

　

く

ラ

め

σq
o
o
ら
。。)
三
特
殊
品

(
叉
は
專
問
品
)
(の
窟
o置

¢

σq
o
o
詠
)
の
三

つ
に
分
け

る
。

(

最
寄
品

と
は
、
溝
費

者

が
慾
望
を
感

す
る
と
す
ぐ
購
買
を
決
意
す
る
も

の
で
あ

つ
て
、
決
し

て
購
買
を
延
期
す

る
事

の
な

い
も

の
で
あ
る
。
而

し
て
此
の
慾
望
は
、
普
通

一
般

の
消
費
者

に
於

て
は
、
或

る

一
定

期
間
を
置

い
て
規

則
的

に
起

つ
て
來

る
種
類

の

も

の
で
あ

つ
て
,其

の
購
買

は
反
復
さ
れ

る
。
從

つ
て
、
浩
費
者
は
最
寄
品
を
慾
望

の
起

つ
た
時

直
ち

に
成

る
可
く
購
買

に
便
利
な

店

で
購
買
す
る
。
消
費
者

に
便
利
な
、
近

い
所

で
最
寄
品

は
購
買
さ
れ
る
か
ら
、
田
舎
と
都
會

と
で
は
、
消
費
者

が
歩
く

距
離

は
著

し
く
異
る
け
れ

ど
も
、
共

の
購
買

慣
習

は
同
じ
で
あ
る
。
最
寄

品
に
属
す
る
商

品
は
、
雑
貨
♂
藥

品
、
煙
草
、
金
物
等

で
あ

る
。

買

廻
品
は
、
此
れ

に
封
し
、
清
費
者

が
慾

望
を
感

じ
購
買
を
決
意

し
た
場
合

に
先

づ
激
多
く

の
種
類

の
中
か
ら
、
自

己

の
欲
求

に
適
す

る
品
と
し
て
撰
び
出
さ
れ
る
品

で
あ
る
。
も

し
其

の
場
合
自

己

の
欲
求

に
充
分
適
合
す

る
品

が
見
付
か
ら
な

い
時

に
は
、

一
時
其

の
欲
求
を
延
期
し
う
る
性
質
を
有

し
て
ゐ
る
。
從

つ
て
、
漕
費
者

は
最
寄
品

の
慾

望

の
起

つ
た
時

は
直
ち

に
便
利
な
店

で

購
買

を
す
る
が
、
買

廻
品
に
於
て
は
自
己

の
欲
求
を
充
分

に
満
し

て
く
れ

る
品
を
見
付
け
る
た
め

に
、
多
く

の
種
類

の
品
を
澤

山
準

備

し

て
、
其

の
中

か
ら

撰
揮
す
る
事

の
出
來

る
様
な
便
宜
を
提
供
し

て
く
れ
る
店

ま

で
買
出
し

に
廻
る

の
で
あ
る
。
買

廻
品

に
島

す
る
も

の
に
は
、
女

子
、
子
供

の
衣
服
、
男
子
服

、
呉
服
類
、
家

具
、
奢
修
品
等

で
あ
る
。

最
後

に
特
殊
品

と
は
、
消
費
者
を
し

て
値
段
以
外

の
窯

に
於

て
特
別

の
執
着
を
感

ぜ
し
め
る
品

で
あ
る
。
消
費
者

は
實
際

に
特

殊
品
を
購
買
す
る

に
あ
た

つ
て
は
、
購
買
前

に
豫
め
商

品

の
性
質

に
就

て
詳
細

に
調

べ
た
後

、
其

れ
を
販
費
す

る
店

へ
出
…掛
け

る

4)(1)pelanqibi乱,p。13・



の
で
あ
る
。
但
し
、
其

の
目
的
は
買
廻
り
を
す

る
た
め

で
は
な

い
。
此

の
種

の
商

品

と
し

て
學
げ
ら
れ
る
も

の
は
高
級

の
衣
服
、

家

具
、
蓄
音
機

、
電
氣

器
具
、
自

動
車
等

で
あ
る
。

然

る

に
、
極
く
最

近

コ
ン
ヴ
ア
ー

ス
は
此

の

コ
ー
プ

ラ

ン
ド

の
購
買
慣
脅

に
基

い
た
商

品

の
分
類

に
封
し
、
今

少
し
く
細
分
を

の

行

ひ
、

同

時

に
異

つ
た

見

界
を

焚

表

し
た

。

彼

に
よ

れ

ば

、
消

費

品

(0
8

旨
日
冨

o
昌
σ。
。
巳

。。)
を
分

け

て
、
最

寄

品

(O
§

<
。巳
窪

8

0q
8

負
¢)
と
買

廻
品

(。。
ぽ

音

茜

σq
。
&

ω)
の
二

つ
と

し
、

コ
ー

プ

ラ

ン
ド

が

消
費

品
中

で
も

特

別

の
販
費

上

の
問

題

を

提

供

す

る

も

の
と
し

て
除
外
し
た
大
嵩

品

(切
三
犀
σΩ
o
。
島
巴

は
消
費

品
に
封
立
し

て
別

に
項
目
を
立

て

玉
ゐ
る

の

で
あ
る
。

而

し
て
彼

の
言

ふ

最
寄
品
、
買
廻
品

の
意
昧

は
根
本

に
於

て

コ
ー
プ
ラ

ン
ド

の
そ
れ
と
全
く
同
じ

で
あ
る
。
上

に
其

の
分
類

を
示
し
て
置
か
う
。

Consumptiongoods(清 費 品)

1.Conveniencegoods(最 寄 品)

a.Staplegoods(標 準 品)

b.Impulse(衝 動 品)

Perishable(腐 敗 性 商 品)and

Emergency(磨 急 品)goods

c.Wagongoods(呼 び 費 り 品)

2.Slloppinggoods(買 廻 品)

Bulkgoods(大 嵩 品)snchasbulding

materialsandfuel.

 

小
賢
商
業
と
購
買
慣
脅

コ
ン
ヴ

ア
ー

ス
は
、

コ
ー

ブ
ラ

ン
ド
が
細
分

し

て
居
な

い
最

寄
品
を
別
け

て
三
種

類

と
な
し

て
ゐ
る
。
彼

の
設
明

に
よ
れ
ば
、
最
寄
品
申

の
第

一
に
標

準
品
を
學
げ

、

晶
質

の

一
定
、
且

つ
標
準
化
さ
れ
た
品

で
あ
る
と
す
る
。
殊

に
ブ

ラ

ン
ド
を
有

す
る

商

品
は
此
れ

に
属
す
る
も

の
で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
ブ
ラ

ン
ド
を
有
す
る
化
粧
品

、
食

料
品
、
藥
品
、
雑
誌

、
煙
草
等

で
あ
る
。
我
國

で
は
ク
ラ
ブ
化
粧
品
、

三
共

の
藥

品
、

理
研
の
藥

品
等

で
あ
る
。
而
し

て
此
れ
等

の
商

品
は
決

し
て
買
廻
り
さ
れ
ぬ

の
が
特

徴

で
あ

る
。
第

二

の
も

の
は
、
少
し
く
異

つ
た

い
く

つ
か
の
購
買
慣
脅

に
よ

つ
て
分

け
ら
れ
た
も

の
で
あ

つ
て
、
衝
動

品
と
は
其

の
商

品
を
見

た
瞬
間

に
買
は
う

と
言

ふ

一
四
九

5)P.D.Converse,ElementsofMarketing・1935,P・T43。



一
五
Q

衝
動

が
起
り

、
直
ち

に
購
買

に
及

ぶ
品

で
、
例

へ
ば
キ

ヤ

ン
デ
ー
、
花

、
玩

具
共

の
他

の
新
規
な
る
商

品
等

で
あ
る
。
而
し

て
、

此

の
商

品
は
時

に
は
買

廻
り

に
よ

つ
て
も
買

は
れ

る
事

が
あ

る
。
次

に
腐
敗
性
商

品
と
は
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー

ム
、

ソ
ー
ダ

水
の
如

く
飲

み
た

い
と
云

ふ
慾
望

が
起

つ
た
時

に
直
ち

に
其

れ
を
充

さ
な
け
れ
ば
、
後

に
至

つ
て
は
も
う
共

の
慾
望

の
消

え
る
も
の
で
あ

る
。
慮

急
品
と
は
、
其

の
商
品

の
必
要

に
迫

ら
れ
た
る
時

に
、
最
も
其

の
必
要
を
充
す

に
便
利
な

る
場
所

に
於

て
購
買
を
な
す
も

の
で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
雨
降

り

の
時

に
傘
を
買

ふ
如
き
、
自
動
車

で
ド

ラ
イ
ブ
す

る
に
際

し
て
ガ

ソ
リ

ン
、
ク
イ

ヤ
ー
を
需
要
す

る
が
如

き
、
病
氣

に
な

つ
て
藥

品
を
買

ふ
如

き
が
之

に
属
す
る
。
第

三

に
は
、
荷
車

に
よ
る
呼
喪

り
品
を
學
げ

て
ゐ
る
。

以
上

の
如
く

コ
ン
ヴ

ア
ー

ス
は

コ
ー

ブ
ラ

ン
ド

の
最
寄

晶
を
細
分
し
、
其

の
他

多
少

の
修

正
を
行

つ
た

の
で
は
あ
る
が
、
前

に

も

一
言
し
た

る
が
如
く
、
消
費
者

の
購
買
慣
習

に
よ
つ
て
消
費

品
は
最
寄
品

と
買
廻
品
と

に
分

け
ら
れ

る
と
言

ふ
鮎

、
及

び
此

の

場

合

に
最
寄
品
、
買

廻
品

の
各

々
意
味
す
る
内
容
は
根
本
的

に
全
く
同
じ

で
あ
る
。
唯
、
最

も
注
目

に
債

す
る
も

の
は
、

コ
ー
ブ

ラ

ン
ド

は
浩
費
品
を
三

つ
に
分
ち
、
第
三

に
特

殊
品
を
學
げ
た

に
も
不
拘
、

コ
ン
ヴ
ア
ー

ス
は
之
を
除

い
た
事

で
あ

る
。

コ

ン
ヴ

ア
ー

ス
は
特
殊

品
を
分
類

か

ら
除

い
た

の
に
樹

し

て
、
昔

の
學
者
は
特
殊
品
な
る
も

の
を
消
費
品

の

一
種
と
し
て
認

め
た
が
、
今

の

の
學
者

は
此
れ

を
認
め
な

い
と
冒
頭
し

て
そ

の
理
由
を
読
明
し

て
ゐ
る
。
先

づ
、
斯

る
分
類

の
申

に

一
つ
の
地
位
を
與

へ
得
る
た

め

に
は
、
少
く

と
も
五
〇
パ
ー

セ

ン
ト
以
上

の
購

買
者

が
或

る
決

つ
た
方
法

(
最
寄
品
な
ら
ば
慾
望
後
直
ち
に
最
寄
の
店
で
買
入
れ
、
買

廻
品
な
ら
ば
欲
求
な
充
す
六
あ
に
買
出
な
行
ふ
こ
と
、
筆
者
駐
)

で
商

品
を
買

ふ
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
所

が
、

コ
ー

プ

ラ

ン
ド
の

様

に
特

殊
品
を
特
許
権
を
得
た
商

品

の
意
味

に
用

ひ
な

い
場
合

に
於

て
は
、

五
〇
パ

ー

セ

ン
ト
以
上

の
購
買
者
が
特
殊
品
と
し

て

6)Converse,ibid.,PP.153-154。



特
定

の
方
法

で
買

ふ
商

品
は
存

し
な

い
の
で
あ

る
。
即
ち
、
特

殊
品
と
云
ふ
考

へ
方
は
債

値
多

い
も

の
で
あ

る
が
、
飴
り

に
例

外

が
多
く

て
此
れ
を
商

品
配
給

上
の

一
つ
の
概
念

と
す
る
事
は
出
來
な

い
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
新
焚
費

品
又
は
從
來

の
品

に
新

ら
し

き
工
夫
を
凝
し
た
商

品
は
特

殊
品
と
呼

ば
れ

る
か
も
知
れ
な

い
。
叉
小
費
商

は
、
他

の
商

人
と
違

つ
た
特
徴
を
持

つ
商

品
を
販
費

す

る
時

に
は
そ
れ
を
特
殊

品
と
稻
し
、
そ
う
考

へ
た
が
る
。
け
れ

ど
も
實
際
を
良
く
調

べ
て
見

る
と
、
多
く

の
購
買
者
は
あ
る
場

合

に
は

一
つ
の
ブ

ラ

ン
ド

の
品
又
は

一
人

の
商

人

の
品
を
、
他

の
場
合

に
は
他

の
ブ
ラ

ン
ド
叉
は
他

の
商
人

の
晶
を
買

ふ
事
が
多

い
。
然

ら
ば
、
特
殊
品
を
消
費

品

の
分
類

の
申

に
置
く

こ
と
は
適
當

で
は
な

か
ら
う
か
。
現
實

の
小
費
商
を
見

る
と
、
成
る
程
高

級

な
衣
服
、
家

具
、
及
び
自
動
車

等

の
特

殊
な

る
商
品
並
び
に
此
れ
を
取
扱

ふ
特
殊
な
店

が
存
在

し
て
ゐ

る
事
は
明
ら
か

で
あ

る
。

け
れ
ど
も
、
此
れ
ら

の
各
商
品
、
各
商

店
と
も
色

々
の
特
徴
が
あ

つ
て
、其

の
中

の

一
つ
を
特

に
特
殊
品
と
し

て
分
け
得
る
程

、

コ

ン
ヴ
ア
ー

ス
に
よ
る
と
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上

の
購
買
者

が
或

る
商

品
の
み
を
特

に
他

の
商

品
よ
り
も
優
れ
た
特
徴
を
持

つ
も

の

と
し

て
他
品
に
優
先

し
て
購
買
す
る
程

の
特

殊
性
は
存

し
な

い
。
即
ち
、

コ
ン
ヴ

ア
ー

ス
の
云
ふ
如
く
此
れ

に
商
品
配
給

上

の
分

類

の

一
つ
と
し
て
の
地
位
は
與

へ
ら
れ
な

い
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
、

コ
ー

プ
ラ

ン
ド
は
此

の
黙
誤
り
を
犯
し
た
事

に
な
る

の
で
あ

る

か
。
實
は
そ
う

で
は
な

い
。

コ
ー

プ
ラ
ン
ド
が
彼

の
著
書
を

世

に
逡

つ
た

一
九
二
五
年
か
ら
、

コ
ン
ヴ
ア
ー

ス
の
著
書

の

一
九

三
五
年
版

の
出
版

ま

で
に
は
十
ケ
年

の
歳

月

の
隔
り

が
あ
る
。
實

は
、
此

の
十
ケ
年

の
歳
月

が
購
買
者

の
購
買

慣
習
を
攣

え
て
し

ま

つ
た

の
で
あ
る
。
営
時

の
特

殊
品
は
、
今

日
で
は
同
種

の
商
品

が
出
現
し

て

(
其

の
詳
細

は
後

述
す
る
。
)
特

殊
品
た
る

の
地
位

を
失

つ
た

と
言

ふ
べ
き

が
適
當

で
あ
る
。
さ
れ
ば

こ
そ
、

コ
ン
ヴ

ア
ー

ス
も
特
殊
品
を
削

除

し
た
理
由

の
読

明

の
冒
頭

に
於

て
、

小
賢
商
業
と
購
貿
慣
脅

一
五

一



綱
喜

、一

ゴ
ー
ブ

ラ
ン
ド
が
そ
れ
を
認

め
た
事

の
誤

り
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
せ
す

に
軍

に
、
昔

の
學
者

は
特

殊
品
を
認
め
る
が
今

日

の
學
者

は
此
れ
を
認

め
な

い
と
言

つ
て
居
る

の
で
あ
る
。

消
費
者

の
購
買
慣
習

が
消
費
品
に
反
映
し

て
、
其

れ
を
確
然

た
る
線

で

一
慮
匠
別
を

つ
け
た

の
で
あ

る
が
、
果

し
て
此

の
線

は

わ

述

べ
來

つ
た
如
く
判
然
た
る
も

の
で
あ
る
だ
ら
う
か
。
此

の
鐵

に
就

て
は
何
れ

の
學
者
も
漠
然

た
る

一
線

で
あ
る
事
を
認
め
て
ゐ

る
。
即
ち
、
最
寄
品
と
買
廻
品
と
の
匝
別
は
制
然

と
は
し

て
居
な

い
。
な
ぜ
な
ら
或

る
商
品
は
時

に
最
寄

品
で
あ

つ
た
抄
、
時

に

買
廻
品

と
な

つ
た
リ
ニ
種
類

に
重
復

(。
<
。
N『
署
ぎ
槻
)
す

る
か
ら

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
靴
は
普
通
は
買
廻
品
と
せ
ら
れ
る

が
、
特

に

男
子
は
最

寄
品

と
し

て
購
買
す

る
。
叉
勢
働
靴
は
大
部
分
最
寄
品

と
し

て
購

買
さ
れ

る
。
絹

メ
リ

ヤ
ス
は
多
く
は
買
廻

品
で
あ
る

が
、
男
の
メ
リ
ヤ

ス
特

に
勢
働
用

メ
リ

ヤ

ス
は
大

部
分
最
寄
品

で
あ
る
。
雑
貨

は
常

に
最
寄
品

で
あ
る
が
、

一
部

の
人

々
は
雑
貨

の
債

の
安

い
も
の
を
買
廻
り
、
又
種
類

の
多

い
の
か
ら
撰

ぶ
た

め
に
買
廻
る
事
が
あ
る
。

だ

が
、
此

の
二

つ
の
種
類

が
確
然

と
は

83

麗
別

さ
れ
な

い
と
云
ふ
事
は
、
此

の
匿
別

が
不
用
で
あ
る
と
言

ふ
事
を
意
味

し
な

い
。

多
く

の
人

々
は
、
多
く

の
商
品
を
大
罷

以

上

の
様
な
方
法

で
購
買
す
る

の
で
あ

る
。

そ
れ

に
例

外

の
あ
る
事
を
知
る
も
亦
大

切
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
其
れ

は
あ

る
商

品
が

一
つ
の
型

で
買
は
れ
る
以
外

に
、
別

の
型

で
買
は
れ
る
事

を
知
り
得

る
か

ら
で
あ

る
。

三

、

消
費
者
の
購
買
慣
習
に
基
い
て
、
消
費
品
が
大
膿
最
寄
晶
と
買
廻
品
と
に
分
け
ら
れ
、
最
寄
品
は
更
ら
に
三
つ
に
細
分
せ
ら
れ

7)Copeland,ibi乱,PP.67--68,Converse,ibidりP.iS3.VaileandSlagsvold,

MarketOrganization1930,P・63.(河 原 茂 太 郎 謬 、 市 揚 組 織 論 、80頁)0

8)Converse,ibld,,P.153.



る
。
然

ら
ば
、
其

の
匠
別

が
小
費
商
業

に
如

何

に
反
映
す

る
で
あ

ら
う
か
を
次

に
見
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
。

だ
が
、
直
ち

に
其

の

問

題

に
立
入
る
前

に
、

一
慮

ア
メ
リ

カ
に
於
け
る
小
費
商
業

の
襲
達

の
あ
ら
ま
し
を
述

べ
て
置
く

の
が
問
題

の
要
黙
を
明
か
に
す

め

る

に
便

利

で
あ

る
。

ナ

イ

ス
ト

ロ
ム

に
ょ

る

と

、

ア

メ
リ

カ

の
小
費
商

の
稜

達

は

次

の
五

つ

の
段

階

に
分

け

ら

れ

る

。

一
、

歴
史

以
前

の
イ

ン
デ

ア

ン
商

業

時

代

(】刃H
O
ゲ
一〇梓O
「一〇
H
昌
ら
一薗
潟

]
つH
脚
岱
O)

二

、
交

易
市

場
時

代

(↓
富

目
冨
島
轟

男
8
け
蜀
践

。
α
)

三

、
萬

屋

時

代

q
、ぽ

O
窪

舞
鉱

ζ

興
n冨
&

凶器

。。
8
器

国
邑

四

、
專

門

猫

立

店

の
稜

生
並

び

に
獲

達

の
時

代

角

冨

男
鼠

9

9

駐

。
碧

山
傷
。
〈
。
一。
噂
ヨ
窪

侍
9

ω
ぎ
笹
?
一写
。
ぎ

α
琶
。
a

。
暮

。。
需
?

凶鑑
蔓

oゆ
8
器
)

五
、
百
貨
店
、
通
信
販
費
店
、
蓮
鎖
店

の
如

き
大
資
本

を
要
す

る

大
規
模
小
費
商
店

の
襲
達
す

る
現
代

q

富

日
。
号
諺

弓
鼠

巳

o
h
喀
o
箋
臣

o
塩
鼠
お
?
m8
冨

同o
冨
崇
昌
σq
写
く
o
守
ぎ
σq
o
蓉
o
昌
ωぞ
o
o
昌
智
匙

ぎ

。・蝿
鼻

ぎ
。。帥一言
ユ
o
昌

器

U
o窓
昌
日
o
曇

◎り
8
器
の》
竃
騨
嵩

O
a
臼

=
2
。・8
"
§
自
O
冨
写

o◎
ぎ
器
¢邑)

彼

に
よ
れ

ば
、
交
易
市
場
時
代

は
、
イ

ン
デ

ア

ン
が
白
人
と
交

易
を
始

め
る
十
六
、
七
世
紀
頃
か
ら
始

ま
ゆ
、

十
八
世
紀

に
至

っ

て
高
屋

に
移

る

の
で
あ

る
。
小
費
店

と
し

て
の
萬
屋
は
、
十
九
世
紀

の
始

め
に
專
門
猫
立
店

に
攣

る
の
で
あ
る
が
、
今

日
で
も
極

め

て
交

通

の
不
便
な
、
人

ロ
の
稀
薄

な
田
舎

に
は
術

ほ
存
在
し

て
ゐ
る
。
而

し

て
萬
屋

及
び
專
門
猫
立
店
か
ら
今

日
見

る
が
如
き

大
規
模
小
費
店

が
最
近
襲

生
し
來

つ
た

の
で
あ
る
。

此
れ

は
正
し
く
小
費
商
業

に
於

て
は
劃
期
的

の
大
攣
化

で
あ
る
。
然

ら
ば
、

小
費
商
業
と
購
買
慣
脅

一
五
三

1)P.H.Nystrom,EconomicsofRetailingIg3e,VoLI.,p。70.



一
五
四

萬
屋
並
び
に
專
門
猫
立
店
の
申
か
ら
大
規
模
小
費
店
1
ー
百
貨
店
、
通
信
販
賓
店
、
連
鎖
店
1

が
何
故
に
嚢
生
を
見
る
に
至
り
、

然

か
も
其
れ

が
從
來

の
萬
屋
、
專
門
猫
立
店
を
侵
略
し

つ

玉
あ
る

の
で
あ
ら
う
か
。
此

の
現
象

の
設
明
は

、
第

一
節

で
も
述

ぺ
た

様

に
種

々
な
見
方

か
ら
な
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
是

で
は
消
費

部
面
か
ら
、
特

に
消
費
者

の
購
買
慣
脅
を
基
礎

と
し

て
其

の
上

に

立

つ
消
費
品

の
性
質

の
相
違

の
勲

の
み
か
ら
述

ぺ
る

の
で
あ
る
。

一
、
最
寄

品

.

最
寄
品
は
消
費
者

に
よ

つ
て
反
復

し

て
、
慾
望

の
嚢
生

と
同
時

に
最
も
購
買

に
便
利
な

る
店

で
購
買
せ
ら
る

玉
も

の
で
あ
る
。

又
、
最
寄
品

の
多
く

は
、
同
種
類

の
も

の
な
ら
ば
同
じ
用
途
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
互

ひ
に
代
位

せ
ら
れ
る
性
質
を
有
し

て
ゐ
る
。
例

へ
ば
、
ラ
イ
オ

ン
歯
磨
を
欲
す
る
購
買
者

が
、
小
費
店

で
此
れ
を
買

は
ん
と
す

る
時

に
、
も
し
其
れ

が
無
か

つ
た
な

ら

ば

ク
ラ
ブ
歯
磨

を
以

つ
て
之

に
代
位
さ
せ
る
場
合

が
多

い
。
但

し
、
極
く

近
所

に
同

じ
種
類

の
店
が
あ
れ
ば

、
其

の
店
を

も
訪

ね

て
、
其

の
商

品

の
有
無
を
調

べ
る
迄

は
購
買

を
し
な

い
事
は
勿
論

で
あ

る
。
從

つ
て
、
最
寄

品
を
販
買

す
る
店
は

、
溝
費
者

の
購

買

に
最

も
便

利
な

る
場
所

に
散
在
し

て
ゐ
る
事

が
必
要

で
あ
る
。
便

利
な
場
所

と
は

、
例

へ
ば
消
費
者

の
佳
所
附
近
、
勤

先

の
事

務
所

の
附
近
、
事
務
所

へ
行
き
露
り
す

る
路

に
近

い
所
、
購
買

以
外

の
目
的

で
常

に
通
行
す

る
路

の
近
く

な
ど

で
あ
る
。
消
費
者

わ

に
と

つ
て
便
利
な
場
所

に
近
く
位
置
す

る
と

同
時

に
、
同
種

の
店

が
近
所

に
な

い
所

の
方

が
お
互
ひ
に
有
利

で
あ

る
。
加
之
、
最

寄
品

の
多
く
は
、
翠

位
當
り

の
便
格

が
安

い
品

で
あ
り
、

一
回

の
購
買
は

小
量

つ

つ
で
あ

る
か
ら
、

一
つ
の
店

そ
れ
自
髄

の
規
模

は
比
較
的
小
さ
く

て
良

い
の
で
あ

る
。
斯
く

の
如
き
性
質
を
有
す

る
最
寄
品

の
販
費

に
適
す

る
も

の
は
、
古
く

よ
り
各
國

に
存
在

2)Py1¢gibid、,pp.4g8-4gg.



の

す

る

猫

立
小

費

店

(【巳

6
窟
乱

6
暮

。。
8
同
。
)、
或

ひ
は
軍

位

店

(q
鼻

。。
8
噌。)、
叉

は
專

門

店

(。。
鷺
9

ξ

。ゆ
8
旦

と

呼

ば
れ

る
店

で

あ

る
。

然
る

に
、
消
費
者

の
購
買
慣
脅

に
基
く
最
寄

晶
は
、
共

の
後

の
購
買
慣
習
が
漸

次
攣

化
し
た
た

め
に
同
じ
最

寄
品

の
申

で
も

少

し
く
性
質
を
異

に
す

る
も

の
を
生
Lア
る

に
至

つ
た
。
而

し
て
、
浩
費
者

の
購
買
慣
習

の
攣
化
を
引
起

さ

せ
た
原
因
は
、
消
費

者

の

経
濟
観

念

の
嚢
達

と
生
活
様
式

の
攣

遷

の
中

に
あ

つ
た

の
で
あ
る
。
漕
費
者

の
維
濟
観

念

の
嚢
達

と
生
活
様
式

の
攣
遷
は
隔

具
饅

的

に
パ
イ
ル
に
ょ

つ
て
語
ら
れ

て
胤

る
。
彼

に
よ
れ
ば

・
是
等

の
攣
遽
は

一
九
〇
〇
年
以
後

に
於
て
急
激

に
進
行
し
た

の
で
あ
る
。

特

に

一
九

一
六
年

か
ら
二
〇
年

に
至
る
物
便

騰
貴

並
び
に
二
〇
年
以
後

の
恐
慌
は
、
よ
り
経
濟

的

に
商

品
を
買
入
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
の
考
を

一
般

に
生

ぜ
し
め
た
。
消
費
者

は
、
從
來
小
費
商

に
よ

つ
て
行
は
れ

て
ゐ
た

サ
ー
ビ

ス
を
自
分

で
行

つ
て
も
、
小
費

値

段

を
下
げ
た
方

が
よ

い
と
思

ふ
様

に
な

つ
た
。
加

之
、
田
舎

の
人

口
が
減

少
し
て
都
會

の
人

口
が
増
加
し
た
事
、
並
び
に
自
動
車

の

使

用
が
増
加
し
た
事

は
、

自
分
自
身

の
サ
ー

ビ

ス

(。。
。甲
¢
。鼠

。
。)
に

よ

る

現
金
費
持

昂
り
主
義

(O
器
7
碧
侮
O
碧
藁

中

冒

ぢ
一〇)

の
實
行
を
容
易

に
し
た
。
殊

に
斯
る
傾
向
を
助
長
さ

せ
た
も

の
は
、

一
般

に
生
活
水
準

が
高
ま
る

に
從

つ
て
、
從
來
買
は
な

か

つ

た

も

の
を
も
買

ひ
た

い
慾
望

を
起

し
、
是
れ

が
た

め
に
今
ま

で
買

つ
て
來

た
物
を
出
來
る
だ
け
安
く
買

ふ
事
を
努
力
す

る
檬

に
な

つ
た
事

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
織
物
業

者

は
、
自
動
車

の
所
有
が

一
般

化
さ
れ

て
來

た

が
爲

め
に
男
子
は
衣
服
を
買

ふ
事
が
少
く
な

り

、
又
た
ま

に
買

ふ
場
合

に
も
よ
り
安

い
の
を
買

ふ
様

に
な

つ
た
と
苦
情

を
言

つ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

次

に
生
活
檬
式

に
於

て
も
是
れ

に
劣
ら
ぬ
攣

化
が
起

つ
た
。
人

口
が
都
市

に
藥
申

し
、
ア
パ
ー

牽
佳
居

の
風

が
盛
ん

に
な

つ
た

小
費
商
業
と
購
質
慣
脅

一
五
五

3)Nystrom,Convelseに 庇 の 語 潜 用 ひて 居 うが 、此 れ に 滑 費 品 の 申で分 類 され

敦Specialtygoodsn,・ 販 質 す るCopelandの 所 謂SpecialtyStoreと に 意 味

が 異 るので あ る0

4)1?)T19ibid.,P。r17・



一
五
六

こ
と

が
原
因
し

て
、
す
ぐ
そ

の
ま

曳
食

べ
ら
れ

る
様

に
、
罐

、
壕
詰
め

の
標
準

化
さ
れ
た
食
料
品

へ
の
需
要

が
増
加

し
た
。
叉
此

の

ア
パ
ー
ト
佳

ひ
の
風
習

は
、
以
前

の
よ
り
翠
純
な

る
祉
會

に
於

て
は
極

め

て
重
要

で
あ

つ
た
消
費
者

と
猫
立
翠

位
店

と

の
人
的
な

接
燭

即
ち
從
來

の
得
意
先

と
商
店

と

の
關
係
を
破
壊

せ
し
め
る
に
役
立

つ
た
の
で
あ
る
。
又
女
子

の
街
に
出

て
働
ら
く
者

の
多
く

な
る
た

め
に
、
家
庭
内

で
料
理
を
作
ら
な
く
な
の
、
從

つ
て

レ
ス
ト

ラ

ン
で
食
事
を
す
る

か
叉
は
出
來
上

つ
た
食

料
品
を
買

ふ
様

に
な

つ
た
。
街

で
働
く
爲

め
に
女
子
は
職
業

服
を
必
要

と
す
る
が
、
此
れ

は
普
通

の
女

子

の
衣
服

の
様

に
買
廻
り
を
す
る
程

の
も

の
で
は
な
く
便

の
安

い

レ
デ
ィ

メ
ー
ド

で
充
分
で
あ

つ
て
、

こ
玉
で
も
標
準
化

さ
れ
た
商
品

の
需

要
が
増
加
す

る
事

に
な

る
。
斯

く

て
、
品

質

の

一
定
し
た
、
標
準
化
さ
れ

た
標
準
商
品

(◎。
冨
鳳
。
官q
o
o
駐
)
の
需
要
は
、
最
寄

品

の
内
特

に
食
料

品
及
び
衣
服

の
方

面

に
於

て
著

し
く
増
加
し
た
。
漕
費

方
面
に
於
け
る
標
準
品

へ
の
需
要

の
増
加
傾
向

は
、
他
方

工
業

の
稜
展
に
よ

つ
て
生
す

る
商

品

の
標
準
化
、
定
型
化

の
傾
向
と
完

全

に

一
致
す
る
も

の
で
、
爾
爾
相
待

つ
て
最
寄
品

の
中
標
準
品

の
増
加
は
愈

々
盛

ん
と
な

つ

て
來

つ

玉
あ

る
。

コ
ン
ヴ
ア
ー

ス
が
最
寄
品
を
分
け

て
標
準

品
と
其

の
他

の
も

の
と
に
匠
別
し
た

の
も
之
れ

が

た

め

に

外
な
ら

な

い
。

斯

く

の
如
く

に
し

て
、
消
費
者

自
身
最
寄

品
を
安
便

に
得

る
た
め

の
現
金
費
持
蹄
主
義

の
實
行

、
及
び
特
に

一
般

の
標
準
品

へ

の
需
要

の
増
加
傾
向
は
、
是
れ

に
適
合
す
る
蓮

鎖
店
を

生
む

に
至

つ
た

の
で
あ
る
。
蓮
鎖
店
は
、
標
準
化
さ
れ
た
、
一
定

の
ブ

ラ

ン

ド
を
有
す
る
標

準
品

の
販
費
を
目
的
と
し
、
現
金
費
持
蹄
主
義
を
奉
す

る
小
費
店

で
あ
る
。

ア
メ
リ

カ
に
於
け
る
蓮
鎖
店

の
嚢

生

は
、
古

く

一
八
五
八
年

で
あ
る
が
、
そ

の
襲
達
は

一
九
〇
〇
年
以
後

で
あ
り
、
特

に
急
激
な
る
嚢
展

は

一
九
二
〇
年

以
後

の
こ
と



で
あ
る
。
即

ち
、
最
寄
品
を
取
扱

ふ
小
費
商
店

は
、
其

の
性
質
上
從
來
よ
り
猫
立
翠
位
店
を
最

も
適
當

と
し
、
叉
是
れ

が
唯

一
の

小
費
機
關

で
あ

つ
た

の
で
あ
る
が
、
最
寄

品
申

の
標
準
品

の
需
要
増
加
著
し
く
、
た
め

に
此
れ

の
販
費
を
專
門

と
す
る
連
鎖
店

が

襲

生
し
た
。
而
し

て
、
現
在
は
最
寄

品

(
但
し
荷
車
呼
費

り
を
除
き
)

の
販
費
機
關

と
し

て
は
、
猫
立
軍
位
店

と
蓮
鎖
店

と
が
並

立

し
、
而
か
も
蓮
鎖
店

の
進
出
著
し
く

、
前
者

の
頽
勢

の
顯
著
な
る
も

の
が
あ
る

の
は
否
み
難

き
事
實

で
あ

る
。

二
、
買

廻

品

買

廻
品
は
、
極
め
て
豊
富
な
種
類

と
激
量

と
が
取
り
揃

へ
ら
れ

て
居

て
,
購
買
者
を
し

て
自
由

に
、
品
質
、
贋

格
、
ス
タ
イ
ル
を

比
較
し
合

ひ
、
最
大

の
満

足
を
得

せ
し
め
る
機
會
を
提

供

せ
ね
ば
な
ら
な

い
性
質

の
商
品

で
あ

る
。
而
し
て
消
費
者
が
買
廻

り
を

す
る

に
は
、
先

づ
其

の
商

品
の
種
類

に
よ
つ
て
、
買
廻
る

ぺ
き
店
を
大
盟
決
定
し
、
も

し
そ
こ
で
満
足
な
る
商
品

が
な

い
時

に
は

次

ぎ
次
ぎ
に
な
る

べ
く
其

の
近
く

を
買
廻

る
も

の
で
あ
る
。
買
廻
り

に
は
、
共

の
上
最
寄
品

の
購
買
よ
の

も
時
間
を
多
く
費

し
特

に
、
購

買
者

の
八
〇

%
は
女
子

で
比
較
的
暇
を
持

つ
て
居
る
か
ら
、
満
足
な
る
商

品
を
見
出
す
迄
飽
き
ナ

に
店
内

に
成
る
可
く
長

く
停

ま

つ
て
居

て
も
ら

ふ
た
め

の
サ
ー

ビ

ス
が
必
要

で
あ
る
。

又
、
買
廻
品
は
最
寄

品
に
比

べ
て
標
準
化

の
少

い
と
同
時

に
軍

位

當
砂

の
値
段
は
高

い
か
ら
、
其

の
店

は
最
寄

品

の
店

よ
り
は
大
規
模

で
あ
る
事
を
必
要
と
す
る
。
現
在
、
買
廻
品

の
店

が
具
備
す

べ
き
以
上

の
要
求
を
殆
ん
ど
完
全

に
充
し

て
く
れ

る
店
は
百
貨
店

で
あ
る
。

百
貨
店
は
、
店

内

に
極
め
て
豊
富

に
商

品
を
集

め
る

事

に
務
め
、
絶

え
す
自
己

の
店

に

い
ち
早
く
世
界

の
各
方
面
か
ら
新
規
な
商
品
を
集

め
よ
う
と
し
、
而
か
も
他
店

の
商

品

を
買

ひ

比

ぺ
て
其

の
値
段

を
格
安

に
す
る
事

に
專
念
す
る
。
且

つ
、
店

の
位
置
を
都
會

の
買
廻
地
域

に
置

い
て
、
絶

え
す
廣
告
に
ょ

つ
て

小
賢
商
業
と
購
買
慣
習

】
五
七



】
五
入

購
買
者
を
自
店

に
吸
引
し
、
自
店

の
名
聲
を
獲
得
せ
ん
と
す

る

の
で
あ
る
。
其

の
サ
ー
ビ

ス
に
至

つ
て
は
、
購
買
者
を

一
時

も
長

く
留
め
る
た
め

の
汎
ゆ

る
設
備

、
食
堂
、
化
粧
叉
は
美
容
室
、
郵
便
局
、
休
憩
室

、
子
供

の
遊
戯

場
、
圖
書
館
等
を
設
け
、
加
之
、

.
掛
費
り
制
度
、
費

上
品

の
至
急
配
達
制
度
、
費

上
品

の
戻
制
度
等
ま

で
も
鹸
ね
行

ふ

の
で
あ

る
。

ア

メ
リ

カ
に
於

て
は
、
此

の
百

貨
店
は

一
八
九
〇
年
頃
か
ら
既

に
買
廻
品

の
販
費
店

と
し

て
知

ら
れ

て
居
た

が
、
最

も
嚢
展

し
た

の
は

一
九

一
四
年
か
ら
二

一
年

の
聞

で
あ

る
。
所
が

一
九

二

八
年
頃
か
ら
は
共

の
嚢
展
は
從
來
程
盛

ん
で
は
な

い
。

買
廻
品
の
市
場
で
あ
る
買
廻
地
域

(。。ぎ
電
ぎ
。q
参
豊
8

ー

百
貨
店
、
其
の
他
の
買
廻
品

の
猫
立
小
費
店
の
存
在
す
る
地
域

ー

は
都
市
の

一
地
域
で
あ
る
。
從
つ
て
、都
市
か
ら
遠
く
離
れ
て
田
舎
に
住
む
溝
費
者
に
取
つ
て
は
、飴
程
交
通
機
關
の
嚢
達
の

著
し
く
な
ら
な
い
限
り
都
市
の
買
廻
地
域
に
於
て
買
出
し
を
す
る
事
は
出
來
な
い
。
都
市
か
ら
離
れ
た
小
都
會
及
び
田
舎
に
佳
む

人

々
ー

ア

メ
リ
カ
に
於

て
は
特
に
農
民
1

の
買
廻
品
購
買

の
機
會
を
與

へ
る
店

が
是

に
於

て
必
要

と
さ
れ
.る

の
で
あ
る
。
殊

に

一
九
〇
〇
年
か
ら
二
〇
年

の
聞
は
、
農

民

の
所
得
は
増
加

し
、

同
時

に
生
活
程
度

が
向
上
し
た
。
彼
等
は
新
聞
、
雑
誌

を
讃

ん

で
は
、
品
質

の
良

い
、
種
類

の
多

い
、
格
安

の
買
廻
品

へ
の
欲
求

に
燃
え
始
め
た
。
是

等
農
民

へ
の
買
廻
品
販
費
小
費
店

と
し

て

通

信
販
費
店

(竃

毘

O
a
窪

=
。
ロ
。。ε

が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
百
貨
店
は
都
市

の
佳
民

の
買
廻
品
小
費
店

で
あ
る

に
封

し
、
通

信

販
費
店

は
農

民

の
そ
れ

で
あ
る
と
言
は
れ

る
。
通
信
販
費
店
は

、
買
廻
品
を
主

と
す

る
豊
富
な
種
類

の
商

品
の
大

カ
タ

ロ
グ
を

作
り
、
是
れ
を
田
舎

の
農

民

へ
郵
逡
す
る
。
農
民
は
、
一
家

團
簗

の
食

事

の
時
な
ど

に
其

の
カ
ク

ロ
グ
か
ら
買
廻
品
を

撰
揮

し
て
、

注

丈
を
震

し
、
数

日
申

に
其

れ
を
受
取
る

の
で
あ

る
。
即
ち
、
通
信
販
費
店
を
利
用
す
れ
ば
、
買

廻
品
を
買
入
れ
る
に
昔

よ
り
も



非
常

に
便
利

に
な
り
、
豊
富
な
種
類

の
申
か
ら
買
出
す

こ
と

が
出
來

、
而

か
も
大
規
模

の
店

で
あ

る
か

ら
品
質
と
格
安

と
が
保
設

さ
れ

て
ゐ
る
が
た
め

に

一
九
〇
〇
年

頃
か
ら

一
九

二
〇
年
頃
迄

は
著

し
き
稜
展
を
示
し
た

の
で
あ
る
。

斯

く

の
如
く
、
買
廻
品

の
販
費

を
主
目
的

と
す

る
小
費

商
業

の
経
螢

形
態

と
し
て
は

、
都
市

に
於
け

る
百
貨
店
、
田
舎

の
た
め

の
店

と
し
て
通
信
販
費

店
、
及
び
其

の
聞

に
都
市
、

田
舎
を
通

じ

て
買

廻
品

の
二
、
三
種

の
商

品

の
み
を

取
扱

ふ
猫
立
軍
位
店
が

存
在

し
て
居

る
。
而

し
て
、

そ
れ

ら

の
店
は
、
通
信

販
費
店
を
除
き
、
其

の
性
質
上
所
謂
買
廻
地
域

に
位
置

し
て
、
其

の
地
域

に

ょ
り
多
く

の
購
買
者
を
吸
引

し
、
そ

の
上
自

己

の
店

へ
最
も
多
く

の
購
買
者
を
招
く

べ
く
努
め
る
の
で
あ

る
。

最
後

に

コ
ー

プ
ラ

ン
ド

に
よ

つ
て
分
類

さ
れ
た
特
殊
品
は
、
其

の
後

の
購
買
慣
脅

の
鍵
化

に
よ

つ
て
今

日
で
は
分
類

に
債
す
る

程
顯

著
な
特
質
を

示
さ
な
く
な

つ
た

こ
と
は
前
述
し
た
通
り

で
あ
る
が
、
然

ら
ば
其
れ

は
他

の
如
何
な

る
分
類

に
入

つ
て
行

つ
た

の
で
あ
ら
う
か
。
從
來
特
殊
品
と
し

て
認
め
ら
れ
た
商
品

は
漸
次

そ
の
特
性
を
失

ぴ
、
大

牛
は
買
廻

品
中

に
入

つ
て
し
ま

つ
た
檬

に
見

え
る
。
即
ち
、
最

近

に
於
け
る

一
般

の
生
活
水
準

の
高
度

化
は
、
必
然

に
從
來

の
高
便
な

る
高
級
衣

服
、
家
具
、
自
動
車
、

電
機

器
具
等

の
特
殊
品

へ
の
需
要
を

一
般
化
し
た

の
で
あ
る
。

例

へ
ば
、
高
級

な
衣
服

、
家

具

の
小
費
店

は
、
以
前
は
特
殊
品
を

費

る
特
殊
店

と
し
て
、
所

謂
買

廻
地
域

に
位
置

せ
す
と
も
、
高
級

品

の
購
買
者

を
し

て
そ
こ
ま
で
招
き
寄

せ
得
る
店

で
あ
り
得

た
。

所

が
斯
る
高
級
品

の
需
要
増

加

に
つ
れ

、
其
れ
を
販
費
す
る
店

も
ふ

え
た
た
め
に
、
小
費
店
各
自
は
意
匠

、
構
圖
、
仕
上
り
等

の

霜

に
於

て
他
店

の
品
よ
り
遙

か
に
優
れ
た
も

の
だ

と
思

ひ
込
ん

で
居

つ
て
も
、
他
方
購
買
者

は
各

々
特
質

の
あ
る
高
級

品
店

を

い

く

つ
も
買
廻

つ
て
氣

に
入

つ
た
も

の
を

買

ふ
事

が
出
來

る

の
で
あ

る
。
又
、
ラ
ヂ
オ
、
自
動

冷
却
装

置

(国
「8
訂
甘

器
凱
昌
αq
。
旨
ユ
。
旨
)

小
質
商
業
と
購
買
慣
脅
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九



一
六
〇

眞

室
掃
除

器

つ
N麟
8
ヨ
昌
。τ
碧
。
H)
等

が
始

め
て
現
は
れ
た
時

に
は
新
規
な
商

品
と
し

て
、
特
殊

な

る
電
機

器
具
店

に
於

て
販
費

さ
れ

、
購

買
者
は
そ

の
店

へ
行

つ
て
求
め
た
の
で
あ

つ
た

が
、
現
在

で
は

一
般

に
其

の
使

用
が
普
及

し
た
た
め
に
色

々
の
種
類

の

も

の
が
出
來
、
今

で
は
買
廻
晶

と
し

て
買
廻
地
域

の
電
機

器
具
店

、
百
貨
店
等

に
よ

つ
て
販
費

さ
れ

る
。

フ
オ
ー

ド
自
動
車
及
び

53

附
属

品
は
以
前
は

(
一
九

一
一
-

一
七
年
)
、
特
殊

品
と
し
て

フ
オ
ー
ド
の
販
費

代
理
店

の
み
で
取
扱

は
れ

て
ゐ
た
が
、
現
在

で
は

成

る
可
く

多
く

の
店

に
其
れ
を
置

い
て
浩
費
者

に
便
宜
を
與

へ
、
他

の
會

就

の
製

品
よ
ウ
も

よ
り
多
く
費

ら
う
と
す
る
様

に
な

つ

て
ゐ
る
。
即
ち
、
此
れ
は
特
殊
品

が
前
者
は
買

廻
品

に
、
後
者

は
最
寄
品

に
な

つ
た
例

で
あ
る
。

以
上

に
よ

つ
て
、
最
寄
品
は
、

一
般

に
猫
立
軍
位
店

に
於

て
特

に
標
準
品
は
主
と
し

て
連
鎖
店

に
よ

つ
て
販
費

せ
ら
れ

、
買

廻

晶
は
百
貨
店
、
通
信
販
費

店
、
及
び
買
廻
品

の
猫
立
軍
位
店

に
よ

つ
て
販
費

せ
ら
れ

る

の
が
、
消
費
者

の
購
買
慣
習

に
適
合
す
る

こ
と
が
明

か
に
せ
ら
れ
た
。
而
し

て
小
費
商

の
位
置

に
就

て
は
、
最
寄

品

の
小
費
店
は
成

る
可
く
消
費
者

の
購
買

に
便
利

な
る
場

所

に
散
在
す
る
方
が
良

い
の
で
あ
る
が
、
買
廻
品

の
小
費

店
は
所
謂
買

廻
地
域
に
相
接
し

て
位

置
す
る
を
要
す
る

の
で
あ

る
。
而

し

て
、
實
際

に
も
小
費
商

の
各
経
螢
髄
は
、
自
己

の
店

の
位
置

を
以
上

の
如
く

に
決
め
る
も

の
で
あ

つ
て
、
消
費
者

は
其
れ
が
た

め

に
欲
求
す
る
商

品

に
よ

つ
て
出
掛

け
る

べ
き
場
所
を
異

に
し
、
歩
む

ぺ
き
蹉
離
を
異

に
す

る
。
今
、
此
れ
を
實
讃
す

べ
き
資

料

を

次

に
掲
げ
よ
う
。

此
れ
は

ア
メ
リ

カ
の

竃
窪
。隻
昏

℃
昌
騨
霞
昌
σq
O
9

の
調
査

に
よ
る
、

ア
イ

オ
ワ
及
び
ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ン
州

の

の
農
民
が
種
々
な
る
消
費
品
の
購
買
の
た
め
に
往
復
し
た
午
均
距
離
で
あ
る
。

5)Converse,ibid.,P.i55.

6)VaileandSlagsvoldibid.,P.64.(河 原 騨
、8(}-82頁)o



米國農民の購買のための往復距離

1

距 副 商 品種 馴 買廻副 儲 品1嚇 品

12.9哩 婦 入 服 地 ×

Hβ 男 子 同 × ×

1q4 自 動 軍 ×

1α3 贈 答 用 品 ×

9.竃 家 具 ×

9ρ 簑 石 ×

84 小 見 服 地 X

8.2 ラ ヂ オ × X

7.5 男 子 勢 働 服 × X

6.8 自 動 車 タ イ ヤ × ×

65 藥 品 ×

5.1 ガ ソ リン及油類 ×

49 食 料 品 ×
1

(註)Vaile及 びSlagsvoldも 特殊 品を認 め 自動車 な

それの中に入れ るo而 して男子服地 、 ラヂ オに

賃廻 品 と重複 さぜ、 自動車 タイヤは最寄 品 と重

複 さttるo然 し電が ら前述 の説 明か ら前の三 品

に買廻 品に自動車 タイヤに最寄 品に入 るべ 告 も

ので あるo

上
表

に
よ
る

と
最
寄

品

の
購
買

の
た

め
の
往
復

距
離
は
短

い
の
は
、
最
寄

品

の
小
費
店

は
彼
等

の

佳

居

の
近
く

に
あ
り
、
買
廻
品

の
購
買

の
た
め
に

は
、
買

廻
地
域
ま

で
行

か
ね
ば
な

ら
な

い
た
め

に

よ

り
遠
く
迄
歩

い
て
ゐ
る
事
を

示
す
。

叉
、
各
商

品

に
就

い
て
の
距
離

の
長
短

に
よ

つ
て
買
廻
品

の

内

で
も
最
寄
品

に
近
き
も

の
、

及
び
純
然

た
る
買

廻
品
た

る
も

の
を
知
り
得
る

の
で
あ
る
。

四

、

小
費
商
業
組
…織
の
嚢
展
に
影
響
を
及
ぼ
す
消
費

部
面
の
事
情
、
即
ち
漕
費
者
の
購
買
力
と
購
買
慣
脅
と
の
申
で
、
購
買
慣
脅
が
間
接
に
或
る
程
度
ま
で
小
責
商
業
殊
に
其
の
経
螢

形
態
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。
而
し
て
其
の
過
程
は
、購
買
慣
脅
が
先
づ
漕
費
品
に
反
映
し
、各

々
の

消
費
品
の
性
質
を
通
じ
て
此
れ
を
取
扱
ふ
小
費
店
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
逆
に
此
の
規
定
の
下
に
焚
生
し
た
小

賓
商
業
の
各
経
螢
形
態
は
、
其
の
基
礎
に
は
消
費
者
の
購
買
慣
習
が
あ
る
と
言
ふ
事
を
充
分
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

小
賢
商
業
と
購
買
慣
脅

一
宍
一



一
六

二

ぜ
な
ら
、
も
し
肚
會
生
活
の
攣
遷
其
の
他
に
よ
つ
て
消
費
者
の
購
買
慣
習
に
攣
化
が
起
る
な
ら
ば
、
各
維
螢
形
態
は
多
少
と
も
そ

れ
の
影
響
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
等
は
消
費
者
の
購
買
慣
脅
に
攣
化
を
引
き
起
す
べ
き
種

丸
の
漕
費
部

面
の
事
情
に
充
分
の
注
意
を
佛
ふ
こ
と
が
極
め
て
必
要
な
事
と
な
つ
て
來
る
の
で
あ
る
。

今
日
小
費
商
業
界
に
問
題
を
投
じ
つ
曳
あ
る
蓮
鎖
店
、
及
び
百
貨
店
に
就
い
て
浩
費
者
の
購
買
慣
習
の
見
地
か
ら
若
干
の
私
見

を
簡
翠
に
述
べ
よ
う
。

蓮
鎖
店
は
其
の
襲
達
の
基
礎
に
、
浩
費
者
の
現
金
費
持
齢
主
義
と
取
扱
商
品
の
標
準
品
と
が
あ
る
。
此
の
二
つ
の
消
費
者
の
購

買
慣
脅
が
失
は
れ
る
時
に
は
、
其
の
隆
盛
は
極
め
て
怪
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
小
費
商
の
サ
ー
ビ
ス
を
犠
牲
に
し
て
も

め

格
安
な
る
最
寄

品
を
欲
す

る
と
言

ふ
消
費
者

の
意
欲

が
最

近
失
は
れ

て
來
た
例
が

ア
メ
リ

カ
の

一
地
方

に
現
は
れ
た
。
即

ち
、
浩

費
者

の
中
で
少

し
く
値

段
は
高
く

と
も
從
來
通
り
、
掛
費

も
し
、
配
達
も
し

て
く
れ

る
方

が
よ
い
と
思

ふ
者
が
現
は
れ

て
來

た

の

で
あ
る
。
も
し
も
此

の
慣
習

が

一
般

化
す
れ
ば
、
1

そ

う
急

に
攣

る
と
は
思
は
れ
な

い
が
1

今

日
見
る
様
な
便
格

で
連
鎖
店

は
商
品
を
提
供

し
得
な

い
で
あ
ら
う
。
吹

に
、

も
し
標
準
品

が
少
く
な
れ
ば
ー

此
れ

こ
そ
最

も
あ

り
さ
う
も
な

い
事

で
あ
る
ー

ラ

ー
蓮
鎖
店
は
獲
達

し
得
な

い
。
我
國

に
於

て
連
鎖
店

の
嚢

達
し
な

い
の
は
、
谷

ロ
教
授

の
言
は
れ

る
儀

に
、
主

と
し
て
標
準
品

の

少

い
鐵

に
あ
る
と

の
事
實
か
ら
見

て
も
、
蓮
鎖
店

の
嚢
達

の
基
礎

に
は
、
標
準
品

の
需
要

の
増
加
の
事
實

が
如
何

に
重
要
な
る
意

味

を
有
す
る
か

讐
解
る

の
で
あ

る
。

攻

に
、
今

我
國

に
於
て
最
も
注
目
さ
れ

て
ゐ
る
百
貨
店

は
、
其

の
大
資
本

の
威
力
を
以

つ
て
、
果

し
て
全
小
費
商
業
を
猫
占
し

1)E.T。Grether,Marketfactorslimitingchain-storegrowth、(HarvardBusiness

Review,Vol.X,No.3,1932)

2)谷 口 吉 彦 、 『連 鎮 店 の 將 來 と吾 國 の 小 賢 店 』(百 貨 店 蓮 鎧 店 小 賓 店 問 運 、 昭

和 九 年51頁)o



て
し
ま

ふ
で
あ
ら
う
か
。
私
は
そ
う
は
考

へ
な

い
。
な

ぜ
な
ら
、

百
貨
店

の
よ
つ
て
立

つ
所

の
消
費
部
面

の
基
礎

は
、
買

廻
品

の

販
費

と
云
ふ
鐵

に
あ
る

か
ら

で
あ
る
。

百
貨
店

は
、
名
前

の
示
す

が
如
く
汎

ゆ
る
需
要

が
全
部

そ
こ
で
完
全

に
満

さ
れ

る
様

に
種

々
の
商

品
を
取
揃

へ
て
ゐ
る
と
も
思
は
れ
る
が
、
實

は
其

の
目
指
す
所
は
、
多
く

の
學
者
も
認

め
ら
れ

て
ゐ
る
様

に
買
廻
品

の
販

の

資

に
あ
る
。

一
九

二
九
年

の
ア
メ
リ

カ
の
調
査

に
よ
る
百
貨
店

の
費

上
品
名
と
其

の
割
合

と
を
次

に
示
さ
う
。

割 合商 品 の 種 類

婦 人 及 小 見 服28%

呉 服 及 小 物 「3

男 乎 及 乎 供 服12

靴(特 に嬬 入靴)7

家 内の什器.器 具15

家 具4

自動車 タイヤb附 馬品 、部分 品 ・・5・5

金 物 及 ペ ン キ4

化 粧 品2

寳 石1

玩 具 及 遊 戯 品1

蓮 動 具r

雑6・5

計 }・ ・。%

上
表

に
よ
れ
ば
百
貨
店

の
費
上
中
、
衣
服
、
呉
服
類
は
共

の
六
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を

占
め
、
家
具
什
器

は
十
九

パ
ー

セ
ン

ト
を
占
め
る
。
而

し
て
唯
僅
か

に
二
〇

パ
ー

セ
ン
ト
近
く

が

買
廻
品
以
外

の
商

品

で
あ
る

に
過
ぎ
な

い
。
即
ち
、
此
れ
は

消
費
者

の
購
買
慣
習
か
ら
見

て
、
百
貨
店
は
買
廻
品
以
外

の

商
品
例

へ
ば
最
寄

品

の
販
費

に
主
力
を
注
ぐ
事

は
絶
野

に
出

來
得
な

い
と

の
今
迄

の
読
明
を
實
誰
す
る
も

の
に
外
な
ら
な

い
。
但
し
、
我
國

の
百
貨
店

と
小
費
店

と

の
問
題

と
な
る
と

此
れ

に
若

干

の
修

正
を
加

へ
る

こ
と
が
必
要
と
な
ら
う
。

要
す

る
に
、
浩
費
者

の
購
買
慣

習

に
よ

つ
て
聞
接

に
で
は
あ
る
が
各
小
費
商
業
経
螢

は
、
各

々
活
動

の
分
野

が
大

盟

に
於
て
規

定

さ
れ

て
ゐ
る
。
從

つ
て
、
各
経
螢

は
其

の
分

野
を
保

つ
て
、
然

か
も
購
買
慣
習

を
憂

化
さ

せ
る
消
費
部
面

の
事
情

に
充
分

の
注

小
轡尽
商
業
と
瞳
器買
慣
脅

】
山ハ
三

3)Converse,ibid.,P.420.



一
六
四

意
を
佛

は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ

ら
う
。

私
は

こ

蕊
で
は
軍

に
消
費
者

の
購
買
慣
習

の
み
か
ら
小
賓
商
業
を
考

へ
て
見
た

の
で
あ
る
か
ら
、
時

に
は

一
面
的

の
見
方

に
落

入

つ
た

で
あ
ら
う
。
故

に
、
此
れ

と
共

に
問
題

に
せ
ら
る
ぺ
き
浩
費
者

の
購
買
力
を
次

の
機
會

に
問
題
に
し
た
後

に
於

て
、
消
費

部
面
か
ら
見
た
る
小
費
商
業

問
題

に
全
き
解
繹
を
下

さ
う
と
す

る

の
で
あ
る
。




